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備考

day28

1クール28日

Nab-PTX 100

アテゾリズマブ 840

有害事象発現時、必要に応じ休薬・
減量を実施すること（基準あり）。

併用内服薬

#REF!

薬品名 申請投与量 計算量 実際の投与量 薬価最小組み合わせ

投与予定 休薬を含めて 1クール 　　　　　28　  日　    施行可能な限り

PDーL1陽性のホルモン受容体陰性か
つHER2陰性の手術不能又は再発乳癌 アテゾリズマブ＋Nab-PTX

患者の状態により輸液の内容・量及び
投与速度を変更する場合があります。がん化学療法個人計画書

科名 適応がん種 プロトコール名

実際に投与する液量 生食５０mlで 0

用量（１日量） 用法 投与期間

mg/bodymg/㎡ mg/body

mｌ

Nab-PTXは抗がん剤であると同時に血
液製剤であり、処方とは別で、事前に施

行日毎に血液製剤伝票が必要
mg/bodymg/body

Day1

アテゾリズマブの投与にあたって
は、 インラインフィルタ ー（0.2又
は0.22ミクロン）を ★★使用する
こと★★。

点滴静注 5分

生食 50ml

点滴静注 30分

生食50ml 実際に投与する液量

（下記の計算量を参照）

Nab-PTX 100mg/㎡

点滴静注 30分

グラニセトロンバック3mg 100ml

Nab-PTXの投与にあたっては，

インラインフィルタ ー

を★★使用しないこと★★。

アルブミンのため目詰まりする。

パクリタキセルと異なり

点滴セットの制限はない

点滴静注 30分

グラニセトロンバック3mg 100ml

Day15

Day1と
同内容

Nab-PTXの投与にあたっては，

インラインフィルタ ー

を★★使用しないこと★★。

アルブミンのため目詰まりする。

パクリタキセルと異なり
点滴セットの制限はない

Day８

側管ルートメインルート

フィルターより患者側で
接続すること

点滴静注

※初回：60分 2回目～：30分投与可

生食バッグ 100ml

アテゾリズマブ
840mg/body

点滴静注 5分

生食 50ml

点滴静注 5分

生食 50ml

★プライミング・フラッシュ 生食必要★

点滴静注 5分

生食 50ml

点滴静注 30分

生食50ml 実際に投与する液量

（下記の計算量を参照）

Nab-PTX 100mg/㎡

★プライミング・フラッシュ 生食必要★

様式　Actis-21-JUL(1)-XXXX


